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政　　渉　　事　　⊇　　寄　　支政　　渉　　＄　　ヨ　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　寄　　文
経　外　　件　鼠　稿　化鐸　ク9　件　嵐　稿　化
　　　点線は，30臼闘の総繋駕縫数の記；密刷百分比（図4に模すもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99
れそれの記；事に用V・られた語の総使用度数と，度数100以上の語，わよび度
i数／の語の使用度数は，それぞれ次の通抄である。
（記t’9別）…政副渉タ日贈卜t・ラ・寄稿文化
　　　　　　Il’（総使膿数）椙器ll）
度数100以上i
　　　　　　ミ噸の鯉難
2，　0831
（30．　7）
5，　0134
（2eo．　e）
4，　9580
（エ00．0）
2，　5414　．
（エOO・のi
　　　1、，ジ畢87．2，　（S501
（エ0α叫（エOO・・O）
ユ灘）1灘）1（627624．　6）i（欝）1（鵬
度数1の語の
使！二fj度数
閲6231527
（0．9）　1　（Lエ）
IQ｛！．1　．g6｛／
　　　　（2．　6）　i（2・ユ）i 995　i　700（3．8）　i　（3．t，）〉
　　　（　）の中は，その記；婁における総使用度数に対するそれぞれの使用度数の
　　三分比である。
　つぎに…・々の語の，旧事励によるかたよPl：方につV、て触れる。すなわち3｛｝
測謂の新聞に用いられた語の中には，政経詑譲に主として現われるもの，ほ
とんど渉外二野にのみ用いられるものというように，ある特定の寵事砺にか
たよって現われる語もあり，また登紙面を通じ，どんな記事にもまんべんな
く侠用される語もある。このことは，1誼娼の使用度数順による語彙表のうち
第75位までの語の，二二別使用度数の内分［・’tを箆れば，大休の傾向はii）；一llられ
よう。このような，個々の語の認三三によるかたよptを槍討するために，度数
1ρ0以上の無活用語について，政経，渉外，事件，文化，コラム，寄稿の六種
の記穣における叡対度数（それぞれの記事における，すべての語の使用度数
の総和に対する，ある一つの語の使用度数の比）を比較したが，その出門，
特に顯著な傾向を示したものにつVbて，以下に例を挙げる。ここには，相対
度数の位を一々揚げることを省略するが，それぞれ語の使用度数順位を（　）
の中に示したから，前楊の使用度数順による語彙表を適宜参照されたい。）
　ます，一一衝の政経記事に比較k勺かたよって現われた語としては，
　　組合（52），関係（55），決定（6〔｝）；地方（72），整理（77），
　　費金（84），圏割（85），闘争（98），企業（エ13），今後（質7），
　　洞旨；1琴　（1．32），　孟正三漆（134），　ヌ寸策　（143），　そ『ア政　（／5（」），　方塗ナ　（コ57），
　10e
等が数えられる。ただし，これらのうち，「整理，資金，醐争・」の三語以外は，
V・すれの諮も政経以外の1記事｝では杢く現われなV・というほどの呼野な傾向を
示してはいない。　野幌理」などという語は，われわれの日？；㌻生活では普通に
使われるものと患われるのに，かく政経詑讃にかたよってしまったのは，新
11冠においては主として「行政整理」や「人員i整理」の意昧で，用V・られたた
めである。
　渉外記毒に特にかた9：って用いられた語にはう
　　発　　（26），　会議（31）3　経済（如），　代表（53），
　　多§表　（　67　），　　　貿易　（　69　），　　タトイ・1／1（　75　），　　弓寺奉勺　（コ07），
　　協定（116），　援助（174），　特噛（1ゲ9），　講和（224），
　　クト筐蜀　（260），　　　ヌ寸日　（206二み　　　套餐徐蓬　（259），　　　　　　　　　　　　　　　’
などがある。
　「発」は「Uンドン発」とか「パリ五録発」とか用いられるもので，これ
が外電記事の多いこの爾に非常に多く用いら穿しることは当然である。「会議，
代表，外相」等がここに集「｝1して用いられたのはう当時たまたまパリで四国
外相会議が聞かれたことによる。　（もっとも「会議」は碧荘1の熟語使堀度数
調査を見ても，一・年間を麺じて非常に多く用いられてV・る。）　なお，これら
の語はV、すれも，渉外記；事にお・ける使粥回数が他の記事にお・ける使用度数を
圧倒的にひき離してV・るという注意すべき現象を示している。たとえば「外
側」は総使屠度数3⑪2のうち283，　「特約」は243のうち獅7，　「協定」は
230のうち189，「特電」は177のう．ちコ66というように：，V・すれも80～90％
までが，渉外記審にのみ使南されているが，これほど切立ったかたよ）1　1［ll，
他の記聡の粥語においてはほとんど見られない。
　事件記事と：交化骨；事（これは耐＝会記事として一一括しても考えられる）は，
第1二面のほとんど銭轡を占め，｝荘1変動してゆくあらゆる事件に取材するた
めか，こ’Cに特にかたよって多く習いられる語はあまり畔菅らす，わすかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コOl，
　　午後（4，9），　嗣　（50），　大会（63），
　　ぴBあ｝　（　90　），　　　ノ「倉行　（コ．23），　　・3セ熟瑠　（131．），
等が目立つ程度である。このうち・　「午後，午前，1．iii（｝司船長，同大会など
と用いられる接頭辞的用法）」　の三語は，おそらくこの記；事には常に現われ
る語であろうが，　「引揚」　r：支部」等の語はうたま1た．まこの月間におこった
事件（ソ連からの引揚再開や国電その他のスト）に関閉して特に多く現われ
たものであろう。また「大会」は，朝日のi熱語調秀を見てもイ1三欄を通じて肚
会面に多く用いられてthることが知られる。
　コラムすなわち刷：論，天声人語，膏鉛筆の欄におい甲Cは，あらゆる階1題が
取り上げられるためか，この欄特有の語というべきものは見当らない。ただ
「そのゴ（12）の一一語は，比較的これにかたよる傾向をもってV・るようで
ある。
　寄稿の欄においても，頭立つ傾向を示す語はほとんど見当らない。ただ，
代名詞の「私」（総使溺度数£胃、のうちこの欄に1，19），敬語の接頭辞「お」
（総使用度数£6皇のうちこの欄に1．45）の二例が比較的顯著1な傾巨勺を示すも
のである。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸
　上のほか，二つもしくは三つの記事にだけかたよって現われ，’その他の記
事にはぼとんど現われないという傾向を示す語もあるが，一々削げなV・。
　最後に，記事に：よるかたよptのない語につV・て冤れば，ヒ非常に度数の多く
用v・られる
　　こと（4），　もの（7），　この（8），　これ（11．），
　　ようα3）
などの語は，さすがにどの記事にも多く用いられて聴P，そのほかにも，
　　また　（　41．），　　イ也　　　（83　），　　　以」＝　（1三～8），　　藻動　（王36），
　　うちσ37），　会剰：（］4i7s　），
等の語は，それぞれの記講における相対度数がきわめて近似しており，すべ
　102
ての記楽に弔均して現われるものといえる。
　以上は，ある特定新聞の，しかも！か月聞という，きわめて限られた資料
についての姦直にすぎないが，新聞の用語を調幽するに際して，その詑事の
種類を考慮に入れる必要があることを示すものと恩う。
3．用語の山詞溺
　30H間の詑；事には約1万4千あまyの箪語が用いられているが，次に掲げ
る表は，その贔詞別の分布を示すものである。　（ここでは，閥イ∫名詞，i数詞
および接尾語を含めない。）
　品詞分類の方法は，大壁r中等文法」に従っているが，それと異なる取扱
いをした点も少なくない。たとえば，いわゆる形容動詞　（rあきらかに，親
切な」等）の語幹と，サ変の複合動詞　（「あいさつする，努力する」等）の
語幹は名講として無活難語のうちに数え，また謝助詞といわれる「だけ，な
ど～まで」等の語，助勧諦といわれる「よう（だ），そう（だ），ごと（き），」
等の語も，便裳上、形式名詞として無活用語の中に数えたJ（これらの細臼
につbては踏　「調査の概要」　「2調イ泥輩位の切りとり：方」の項参照。）
　ひと口に用語の品詞別6｝布といっても，使用度数の多い語群と，使用度数
の少ない語群とでは頻当分布メ駿況を異にするので，つぎのように船群に分け
て表示する。この分け方は全く，便宜的なものにすぎないが，これによって
大休の傾向はうかがうことがで選よう。
　全体の語の種類の80％は，名詞であって（岡有名詞，数詞等を加えれば更
にこの割合は大きくなる），動詞，形容詞は，合博）せてもわすか16％にすぎ
なv・，
　名詞のr！lでは，やはり漢語が£痘倒的に多く，窮月披：数の多い語群でも少い諮
群でも，つねに全体の50～60％を占めている。矛li語名詞は全体のコ．8％を占め
ているものの，その使用度はきわめて低レ・というべきで，その90％近くまでの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103
語は，どれもiて岡以下しか用いられておらす，かつ和語名詞の牛数は，3帽聡
を通じてゴ．圏しか現われていないありさまである。また100回以上現われた
瀦語名詞はr次，組合，今，臨入，手，はじめ，のち，朝，国，話，旨」
等の£｛》語（度数1〔）0以一ヒの語の6％強）ほど見えるが，それらも多くは形式
的意昧をもつものとなっている。
　外來語は，全体を通じて，語種もそう多くはなV・し，その使用度もまたき
わめて低い。和請名詞と同様，その過牛i数は30臼間にユ．am　1．．か用いられてい
ない。使用度数の．1　OO以上の1手1にたまたま「スト」（使用度数51粉㊥ニー・語
が見えるが，この語が案外多いのは，この封に国篭や学生のストの問題がや
かましかったためと思われる。
　代名詞としては「これ，それ」のJ’：＝語が特に多く用いられ，三体詞の「こ
の，その」とよく懇じている。副詞でも「どう，そう，こう」が多く摺V・ら
れて，コソアド系のことばの優勢を示してV、るが，接続詞と同様の機能をも
つfそれで，そのう9u　llの類は，「それ」「その」「うえ」のように切って
あるので，ここには接続詞としては勘てこなV、。
　次に貝立つものは，形式名詞とよぼれるべきもの（いわゆる翻助詞等もふ
くめて）の類である8全依として，語樋は37にすぎないが，使用度i数は非常
に多く，その過傘数が100同以上用いられてお9，特に度数300以上の7δ語
の中に，「こと，もの，よう（だ），など，ため，まで，だけ，ところ」の8
語がはV・っている。この種：の語は記：慕の性質に：よって左右されることもない
ので，H常の最も基本的な用語とよんで差支えないものであろう。
　なお，承：ヒ設：については，用語の品詞別が，30田間ほぼ一定の翻合を保って
いることを，年報一1の100ペー・ジに示してある。
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